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Ａ.２０１６年３月期第１四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）

2）連結経営指標 （前年同期実績）

・売上高営業利益率 ２．２％ （２．０％）

・売上高経常利益率 ２．８％ （２．７％）

・ＲＯＥ ６．１％ （３．６％）

・ＲＯＡ ２．３％ （１．４％）

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

８３

１４７

１２４

４，９８６

差額

⑤－①

３４０

６３０

５４０

２０，０００

通期予想

（5月8日

発表）

４７

１２０

９１

４，５２９

2015/3期
１Ｑ実績

②

４９．７

４７．４

４５．９

４８．８

進捗率

①÷⑤

Ｘ100

７４．１

１０．４

１４．７

４．７

増減率
（前年比）

④=③÷②
X100

１６５

２８０

２３０

９，７３０

上半期予想
（5月8日

発表）

⑤

３４

１２

１３

２１４

増減額
（前年比）
③=①－②

８１

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

１３２経常利益

１０５営業利益

４，７４３売上高

2016/3期
１Ｑ実績

①

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

政府の経済政策や日本銀行の金融緩和政策などを背景に、企業収益や雇用情勢が

改善傾向にあり、景気は緩やかな回復基調で推移。

一方で、個人消費は持ち直しの兆しが見られるものの、本格的な回復には至っておらず、

先行き不透明な状況が継続。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

国際貨物は好調な米国経済を背景に回復基調を示したものの、国内貨物は、企業の

生産活動が一時的に弱含み、個人消費の伸び悩みなどから、荷動きは低調に推移。

◇通期の業績予想

５月８日発表の業績予想を据え置いた。



2Copyright © 2015 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１６年３月期第１四半期 ご参考資料

Ｂ.セグメント別状況

Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

５１４４．１９２

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３，６６０

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４９．３

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ トラック輸送は、営業日数△１日による物量減を料金改定の効果で補い、前年並みの売上高を確保。

・ 倉庫における食料品関連の取扱いが増加し、通販関連をはじめとするロジスティクス業務も順調に推移。

１，８５４△０．２△３１，８０９１，８０５

５８．２１４２５４０

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

2）警備輸送

０８７．５５

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２７８

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４９．１

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 一部の不採算業務から撤退したことにより売上げは減少するも、利益率が改善し、増益。

１４１△１．２△１１３８１３６

５３．０１３４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

3）重量品建設

２７６．６１１

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２５７

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

５３．１

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 前年に旺盛だった国内のシャット・ダウン・メンテナンス業務の反動減を、マレーシア、ベトナムでの大型プラ

ント工事などがカバーし、増収。

１２０６．８８１２７１３６

５３．８３５８

増減率増減額 差額15/3期16/3期

※以下、セグメント毎の概況は、第１四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・減収、増益

個別の売上高の数字をベースとして説明。

鉄道取扱の売上高は＋０．４％。自動車関連の荷動きは低調に推移したが、飲料関連が

好調を維持。

自動車全体の売上高は△０．７％（積合せ△０．６％、貸切り△０．７％）。

鉄鋼関連の荷動きの弱さや、営業日数△１日による物量減の影響を受けたが、

料金改定の効果でそれらを補い、ほぼ前年並みの売上高を確保。

倉庫の売上高は＋３．２％。食料品関連の取扱増に加え、通販関連をはじめとする

ロジスティクス業務が順調に推移。

◇警備輸送・・・減収、増益

一部の不採算業務から撤退したことにより売上げは減少したものの、利益率が改善し

増益。

◇重量品建設・・・増収、増益

国内では、前年に旺盛だったシャット・ダウン・メンテナンス業務の反動減があったものの、

海外において、マレーシア、ベトナムでの大型プラント工事などが順調に推移し、増収。
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Ｂ.セグメント別状況

Ⅰ. 経営状況

4）航空

２１２１．５２７

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ９３９

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４７．４

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 輸出貨物の重量が増加し、輸入貨物の取扱いも増加。
・ 輸出において、仕入単価が大幅に上昇、差益率が低下した状態で推移し、減益。

４９３０．４１４４３４４５

△１１．１△０６５

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

5）海運

１３５９．１３２

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ６１１

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

５０．０

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 輸出において、主に設備輸送関連が売上げを支え、増収。

・ 海外引越が輸出入ともに好調を維持し、利益面でも大きく貢献。

３０５４．４１２２９２３０５

２５．０３１５１９

増減率増減額 差額15/3期16/3期

◇航空・・・増収、減益

日本発輸出航空貨物の取扱い重量は＋４．１％。

方面別の内訳では、米州地域向けが＋７．７％、欧州地域向けが＋９．５％、

アジア･オセアニア地域向けが＋１．４％。

品目別では、米州向けの自動車関連が伸び悩んだものの、欧州向けに自動車関連、

アジア向けでは半導体関連の荷動きが堅調。

輸入は自動車関連、生鮮貨物の取扱いが増加。

ＢＩＬＴ－２（ビルト・ツー）を中心としたロジスティクス業務も堅調に推移。

国内貨物は営業日数減の影響を受け、ほぼ前年並みの売上げ。

輸出において仕入単価が大幅に上昇し、差益率が低下した状態で推移したことが、

減益の主要因。

◇海運・・・増収、増益

輸出は主に設備輸送関連が売上げを支える状況が継続。

輸入はアパレル・自動車関連の取扱いが増加した一方で青果関連は振るわず、

全般に低調に推移。

海外引越は輸出入とも好調を維持し、利益面でも大きく貢献。

内航海運は飲料関連の荷動きが低調だったことや、燃油費下落に伴う収受額の減少が

影響し、減収。
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Ｂ.セグメント別状況

Ⅰ. 経営状況

6）米州

９５９．７２２

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４９４

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４８．１

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 米国において、西海岸における港湾の労働争議長期化の影響で、航空・輸入の取扱いが大幅に伸長。

・ メキシコにおいて、自動車関連のお客様の設備増強に伴う、海運・輸入が堅調に推移。

２５６２９．８５４１８２２３７

４３．９４９１３

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

7）欧州

４４７．３８

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４０４

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

５０．２

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ ドイツ、スペインにおいて、自動車関連の航空・輸出フォワーディングが堅調に推移。

・ オランダにおける電子・電機関連の倉庫配送が順調に売上げを伸ばした一方で、新規業務立ち上げに

伴う初期費用の発生、ロシアでの経済低迷による荷動きの鈍化により、減益。

２０１２．８５１９７２０２

△１６．４△０４４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

※海外の第１四半期は、１－３月期。

◇米州・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

米国において、西海岸における港湾の労働争議長期化の影響で、航空・輸入の取扱いが

大幅に伸長したほか、自動車関連の域内トラック輸送、倉庫配送が好調を維持。

メキシコでは、自動車関連のお客様の設備増強に伴う、海運・輸入が堅調に推移。

◇欧州・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

ドイツ、スペインにおいて、自動車関連の航空・輸出フォワーディングが堅調に

推移したほか、２０１５年１月から営業を開始したオランダにおける電子・電機関連の

倉庫配送が売上を伸長。

一方で、オランダでの新規業務立ち上げに伴う初期費用の発生とともに、ロシアでの

経済低迷による荷動きの鈍化により減益。
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Ｂ.セグメント別状況

Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

７２５．０９

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５７８

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４９．０

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 中国では、自動車関連、電子・電機関連の航空・海運フォワーディングが好調だった一方で、利用費も高騰。

・ 香港、台湾、韓国での倉庫配送が堅調に推移しているものの、地域全体において、コスト増により、減益。

２９４２３．０５２２３０２８３

△２８．４△０３２

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

9）南アジア・オセアニア

１７４．４５

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３６８

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

５１．６

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 米国西海岸の労働争議長期化の影響により、自動車、電子・電機関連の航空・輸出フォワーディングの取

扱いが大幅に増加。

・ 地域全体の課題であった各種コストのコントロールが効き、増益。

１７７３６．６５０１３９１９０

４６．９１２４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

※海外の第１四半期は、１－３月期。

◇東アジア・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、減益。

中国では自動車関連、電子・電機関連の航空・海運フォワーディングが好調だった一方で、

利用費も高騰。

自動車関連の調達物流の取扱いは、お客様の新工場建設に伴って売上げは

伸びたものの、輸送効率が低下。

香港、台湾、韓国における倉庫配送の取扱いも堅調に推移している一方で、

地域全体において、人件費、利用費、外注費が増加傾向にあり、減益。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、増収、増益。

フィリピン、タイにおいて米国西海岸の労働争議長期化の影響による

チャーター便輸送を含め、自動車、電子・電機関連の航空・輸出フォワーディングの

取扱いが大幅に増加。インドネシアでは電子・電機関連の倉庫配送の取扱いが

順調に伸長。地域全体の課題であった各種コストも、コントロールが効き、増益。
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Ｂ.セグメント別状況

Ⅰ. 経営状況

10）販売

１６４６．１３１

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，９６８

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４７．４

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 石油類の販売単価の下落により、減収。

・ 前年のユニフォームの大口受注といった特殊要因により、減益。

１，０３６△８．８△９０１，０２１９３１

△８．３△１１５１４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

11）その他

１１△２３．１９

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ８４８

上半期予想

上半期業績予想（5/8発表）対比

４８．５

進捗率

前年同期対比１Ｑ実績

・ 前年度第３四半期から連結子会社となった、日通ＮＥＣロジスティクス社が、増収に大きく寄与。

・ 日通・パナソニック ロジスティクス社における家電の取扱い減少、日通キャピタルのロジスティクスファイ

ナンスの取扱い減少などの影響により、減益。

４３６５４．２１４４２６６４１１

△１９１．４△４２△２

増減率増減額 差額15/3期16/3期

◇販売・・・減収、減益

石油類の販売単価が下落したことにより減収となったほか、ロジスティクス・サポート事業は

堅調だったものの、前年にユニフォームの大口受注といった特殊要因があったために、

減益。

◇その他・・・増収、減益

前年度第３四半期から連結子会社となった日通ＮＥＣロジスティクス社が収入の増加に

大きく寄与。日通・パナソニック ロジスティクス社において、家電の取扱いが減少したことや

日通キャピタルのロジスティクスファイナンスの取扱減少及び一部事業の終了などの

影響により減益。
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2016年3月期1Q実績 2.3％

（2015年3月期実績 2.5％）

（2015年3月期1Q実績 1.4％）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%
国内事業の経営体質強化

2016年3月期1Q実績 37.3％

（2015年3月期実績 34.7％）

（2015年3月期1Q実績 33.2％）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅱ.経営計画の進捗状況

◇国内複合事業営業利益率３％達成に向けて

前年対比で０．９ポイント改善。引き続きコスト削減と営業力の強化に注力。

◇国際関連事業売上高比率４０％に向けて

重量品建設の海外工事や海運・輸出の売上げが堅調だったことに加え、

海外会社が売上げを伸長。
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Ａ．増減要素（１Ｑ）

参考
連結業績への影響

（１Ｑ）
変動要素

（前年同期）

ＵＳＤ ：１１９．０９円 （１０２．７８円）

ＥＵＲ ：１３４．１８円 （１４０．７９円）

ＨＫＤ ： １５．３５円 （ １３．２５円）

ＲＭＢ ： １９．０８円 （ １６．９０円）

売上高
＋７１．５億円

営業利益
＋２．１億円

為替による影響

（前年同期）

軽油 ： ９２．７５円／ℓ（１２０．０８円）

ガソリン：１２９．２９円／ℓ（１５１．９９円）

船舶重油： ５０．２８円／ℓ（ ７３．９７円）

燃油費 △１５．２億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化
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Ｂ．外部要因の想定（２Ｑ以降）

前提条件
連結業績への影響

（２Ｑ以降の９ヶ月）
変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ ：１１９．４０円 （１０５．８５円）

ＥＵＲ ：１３０．９０円 （１４０．４２円）

ＨＫＤ ： １５．４０円 （ １３．６５円）

ＲＭＢ ： １９．２０円 （ １７．１９円）

売上高
＋１６４．４億円

営業利益
＋５．６億円

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ： ９４．５５円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２９．２８円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油： ５２．２１円／ℓ（ ６６．４７円）

使用量は前年と同量と想定

燃油費 △２２．３億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の
正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は
一切責任を負いませんのでご承知おきください。


